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■久永かずえ市議の本会議一般質問   2017年3月議会(2月24日) 

 

誰もが生涯、安心して最低限の生活ができるために 

 

昨年から高齢者の車の運転による重大事故、発進時のブレーキとアクセルの踏み間違いなどを含

め、大きな事故が多く報道されています。交通事故は運転をしている当事者や被害者が大きなケガ

やまた、命を落としてしまうことも多く、残された家族の心も大きく傷き、お互いに生涯、色々な

感情を背負って生きていくことになります。 

原因は様々ではありますが、通学している児童の列に突っ込み、自宅の駐車場で可愛い孫を車で

ひいて死なせてしまう。病院やコンビニエンスストアーの駐車場でのブレーキとアクセルのふみま

ちがいなど重大事故が頻繁に報道されています。 

また、高速道路上や一般道路上における逆走などは、一つ間違えば重大事故につながります。 

こうした中で、政府も免許証返納者への支援について「大変痛ましい事故を防止するため、来年

３月、認知症対策を強化した改正道路交通法を施行することにしています。まずは円滑な施行に万

全を期すとともに、自動車運転に不安を感じる高齢者の移動手段の確保など、社会全体で高齢者の

生活を支える体制の整備を着実に進めていく」と述べています。 

今回は、大府市でも運転免許証の自主返納制度をスタートしていますが、市民にどれだけ周知さ

れているのか、自主返納を促すための工夫は充分なのか、自主返納した後に買い物や通院、健康で

文化的な生活をおくるための環境整備がされているのかについて質問を行います。 

 

まずは運転免許証の自主返納制度についてです。大府市では様々な場面でＰＲをし、対象とな

る市民や家族も、様々な痛ましい事故を日々テレビや新聞、ラジオなどで情報とできるだけ運転

はひかえた方がよいだろうという情報としては広く知れ渡っていると感じています。 

犠牲者を出している報道を見ては不安を感じ、車に乗るのをひかえたいと思っている高齢者は

多くいることも感じています。 

しかし、「自分はまだ大丈夫」「買い物や病院には欠かせない」「子どもたちと同居はしているが

生活リズムが違うので時間が合わない」「近くに子どもはいるが共働きで、子育て中であり頼みに

くい」など様々な理由で手放したくても手放せない生活実態があります。 

このような情報を得た知人が、市内でタクシーに乗った際に「免許自主返納者への支援としての 

引等の制度はありますか」ときいたところ「自主返納制度施行後と同時に１０％の割引になります

よ」とのことでした。こういった情報はどれだけの市民が知っているのでしょうか。 

大府市では、Ｈ２４年４月１日施行の支援事業について、Ｈ２４年４月から取り組まれています

が、5年目となる平成28年度12月末現在で累計109件となっています。これは東海警察署に自主

返納をした後に大府市に知らせに来ていただいた数ですので、実態はもう少し加算されるとは思い

ますが、免許証を持ち運転ができる高齢者はかなりいると予測されます。自主返納についての周知

は一定されているが申請についての不便さもあると考える、申請を促す工夫と申請しやすいよう、

大府市役所や大府市内の交番などでもできる対策が必要ではないかと以下の質問をいたします。 

 

（１）運転免許証の自主返納制度について 

①高齢者の運転免許証自主返納の現状をどう見ているのか。 

②また、今後の具体的な対策についてお答え下さい。 

③申請は東海警察署まで出向かなければならない。せめて大府市内で申請できる対策が必要と考え
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るが見解をお聞かせ下さい。 

④自主返納後のタクシー料金の割引、入場料や生活用品購入の割引などをもっと周知すべきと考え

るが見解をお聞かせ下さい。 

⑤申請時にかかる費用負担の軽減についての対策はあるのかお答え下さい。 

 

（２）免許証返納後も、安心して生活ができる環境整備について 

運転免許証の返納を広く呼びかけても、最低限の生活ができなければ、悲惨な事故を防ぐことは

できません。 

大府市ではふれあいバスの運行がされていますが「利用したいバスの時間は混雑していて座れな

い。昼の便がないため、1日がかりで使いにくい」「農作業で必要だ」「バス停までがつらい」「買い

物をすると帰りの荷物が重くて歩くのも大変だ」など利用しにくい声も多く聞きます。バスの充実

と平行に様々な支援策も必要だと考えます。 

この他にも不安をとりのぞく環境整備は行政の大きな役割だと感じています。奨励すると同時に、

返納後に不便を解消するための支援策が全国で取り組まれています。 

群馬県前橋市免許証の返納時にかかる交付手数料1000円を全額補助。敦賀市では返納後、バスか

タクシーのいずれかの乗車券２万円分を有効期間月ではありますが２年間交付。  

 また、タクシー会社と提携して料金の割引と１０％割引と明記するなどの中国地方の自治体は、

広島県・鳥取県・岡山県・山口県。東北地方では、岩手県一関市は１年間１２０００円交付。宮城

県は回数券の交付。秋田県と山形県はタクシー券交付。青森県もタクシー料金割引等です。富山市

では、申請時１回限りですが、市の契約タクシー会社の乗車料金２万円を交付。なお、お出かけ定

期券か返納時の取得費用いずれかの1000円分を交付しています。どういった方法がよいのかは大府

市として検討し、大府市に合った対策が必要ですが、以下の提案をいたします。 

 

①大府市内でも「運転経歴証明書」や「ももカード」の提示で特典が利用できる協力店を呼びかけ、

市としても、協力店に支援できる対策を行う考えはないか。 

②返納直後の特典としてタクシーの補助券の配布を行ってはどうか。 

③急務であるふれあいバスの充実は「命をつなぐ市民の生活の足」である。市の目指すバスの在り

方について見解を。 

④自宅から最寄りのバス停まで送迎をするデマンドタクシーを取り入れながら、必要な市民に寄り

添う支援が必要と考えるが見解を お聞かせ下さい 

 

以上で壇上からの質問を終わります 

 


